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目的　前回、平成３年に開催された日本家政学会第4 3会大会において。「小学生の子供

部屋に関する意識調査」の表題にて、住宅計画における「子供部屋」の在り方を再考する

ために。小学生の住生活に関する意識と実態を調査し、結果を発表した。

今回はそれに引き続いて、小学生より更に「勉強部屋」として個室を利用する度合が高い

と考えられる中学生の、住生活及び、それに関連する生活について調査を行い。住空間や

住環境及び、それらに関する小学生との比較等を行ったので報告する。

方法　東京都内及び生活圏を共有する近郊都市部を対象に、計８校の１年から３年の中学

生に直接配布・直接回収によるアンケート方式で行った。調査時期は、平成４年1 1月か

ら1 2月である。

結果（1）子供部屋の所有率は、前回の小学生の調査では、自分「専用」の個室を持って

いる子供が約２割程度であったが、中学生では約6fJと大幅に増加した。「専用」を希望

する率は９割以上で、その理由としては、静かに勉強できるから（約5fJ一小学生約３割）

親がうるさいから（約3 割強一小学生約2割）自由に遊べるから（約6 91一小学生約７割）

であった。(一人で多答有り）また、自由記述で、プライバシーの確保に関した理由が多

く見られた。（2）勉強を自分の机ですると答えた生徒は、「専用」で６割強で、共有、子

供部屋無しに比べやや多かった。また、勉強時間についても同様の傾向を示した。（3）子

供部屋にある物については、「専用」で電話が約２割。テレビが約３割であった。これら

の物を置いている生徒の勉強時間は、置いていない生徒に比べやや少なかった。
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mmの小社の子どもをもつ世帯の住まいＨに関する融

　　　　　　　　　　　　　　　　　一山形県飯豊町調査からー

　　　　　　　　昭和女大短大　〇瀬沼頼子　　　　日大農獣医　糸長浩司

〈目的〉典型的な農村地域である山形県飯豊町では、町民の定住化を促進するための施策

　が進められている。本研究は、このような地域を調査対象とし、町の将来を担う小学生と
　その保護者の若い世帯が、現在どのような住まい環境で生活し、何を望んでいるか等を、

　アンケート調査から明かにし、今後の農村地域の住まい環境整備や地域生活を考える際の
　手がかりを得ることを目的とする。

〈方法〉1992年10月に、子どもを視点においた住まいを中心にした生活環境調査を実施した。

　調査は飯豊町企画課と飯豊町第一小学校の協力を得て、同小学校の6年生■3年生の児童及び
　その保護者を対象とし、調査内容は家族の住まい方や子どもの専有空間内での生活実態、
　居住環境等に関して行った。

〈結果〉回収状況は、子ども130､保護者118であった。対象世帯の職業は、半数以上が専業
　か兼業農家であり、家族構成は5人以上が9割を占めている。住宅の延べ床面積は,37.5坪以

　上82.5坪未満が約8割である。子どもの専有空間所有状況は、一人部屋ときょうだい共有の
　部屋それぞれ43％である。飯豊町に対する親の評価は、「大変良い環境である」と「まあ

　まあの環境である」を合わせ55％である。子どもが自分の家の良い点として挙げている項
　目は、「家の周辺に田圃や畑があること」が46.5％と最も多く、次いで、「庭があること」

　と「自分の部屋があること」が共に41.9％である。さらに、家の中でどの場所が好きかの

　質問では、6年生は第1が「自分の部屋」次いで「茶の間」を挙げ、3年生では第1が「茶の
　間」次に「自分の部屋」を挙げている。また、飯豊町に住み続けたいかの質問では、現在

　はまだ考えていない子どもが多いが、これを除いた6年生の7割、3年生の8割が「ずっと住
　みたい」と考えており、その理由として居住環境の良さを多くの者が挙げている。
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